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 昭和 59（1984）年の春、婦負郡八尾町（現・富山市八尾町）高善寺地内の水田ほ場整備工

事中に甕に入った大量の銭貨が出土し、当時の新聞記事にも紹介された（北日本新聞昭和59

年 5月 1日付「田んぼから古銭」など）。これまで、水田の所有者だった個人が所蔵していた

が、令和 4（2022）年 4 月に、現所有者から甕 1 点と銭貨を富山市に寄附の申し出があり、

埋蔵文化財センターで受入れの手続きを行い、

7月からのミニ企画展で展示公開した。 

 本稿執筆中も出土銭貨の錆落としを行いな

がら銭種の判読作業を進めているが、現時点で

確認できたものを紹介するとともに、富山県内

における大量一括埋蔵銭の出土状況を概観し、

八尾町高善寺出土埋蔵銭の意義を考察する。 
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出土した地点は、井田川左岸の沖積地上に位

置し、現在の富山市立保内小学校西側に隣接す

る水田からである。この水田付近は、平成 11

（1999）年度に八尾町教育委員会が実施した分

布調査で「舘本郷Ⅱ遺跡」として新規設定し、

遺跡地図に登載されていた。平成 20～21 年度

には経営体育成基盤整備事業（県営ほ場整備）

高善寺地区に伴う試掘調査が富山市教育委員

会によって実施されたが、埋蔵銭が出土した水

田周辺で遺跡の所在は確認されなかった。よっ

て、出土地点については遺跡名とせず、「八尾町

高善寺地内」と呼称することにした。本来は、

埋蔵銭出土地点周辺にも何らかの遺構が所在

していた可能性があるが、近代以降の区画整理

やほ場整備事業で削平され、地中深く埋蔵され

ていたものが不時発見されたのであろう。 

塩田明弘氏は「富山県内における大量一括埋

蔵銭集成」（塩田 2002）で、この八尾町高善寺

地内出土埋蔵銭を次のように紹介している。

「水田のほ場整備工事中に珠洲焼の壺に納め

られた銭が出土した。（中略）出土総数は不明で

あるが、約1万枚と推定されている。現段階で

は 39種が確認され、最古銭は開元通宝、最新銭
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は咸淳元宝である。埋蔵時期は 14 世紀と考えられている。発見地の近隣には常福寺（法華

宗）があり、付近の地名が「舘」であることからも寺院や居館との関連が考えられる。」 

令和4年 4月に市に寄附を受けて以降、出土銭貨の総数のカウントと銭種の判読作業を進

めている。銭貨の総枚数は 11,884枚で、現時点で判読出来たものは50銭種5,515枚である

（令和 5年 2月時点）。現時点では全て中国で生産されたとみられる渡来銭である。 

最古銭は「開元通宝」（唐銭、初鋳 621年）で、最新銭は「宣徳通宝」（明銭、初鋳 1433年）

であることから、埋蔵時期は 15世紀以降とみられる。最も点数が多かったのは、「元豊通宝」

（北宋銭、初鋳 1078 年）で 718 枚（13.0％）、次いで「皇宋通宝」（北宋銭、初鋳 1038 年）

が 665枚（12.0％）、「開元通宝」が 606枚（11.0％）を数える。中国の王朝別でみると、北

宋銭が 4,746枚（86.0％）と最も多く、次いで唐銭が 633枚（11.5％）、南宋銭86枚（1.6％）、

明銭37枚（0.7％）と続く。 

銭貨と共に珠洲焼の壺 1点の寄附を受けた。口縁部が欠損した状態で、残存高 35㎝、底径

12.5㎝、胴部最大幅32㎝を測る。中学 2年生の職場体験事業「社会に学ぶ14歳の挑戦」で、

速星中学校生徒の協力でこの壺に何枚の銭貨が納まるか実際に銭貨を入れて数えてみたと

ころ、7,030枚入ることが判明した。現存する銭貨の数は11,000枚余りあることから、この

珠洲焼 1つでは納まりきらないことが判る。所有者家族からの聞き取りや『下高善寺集落史』

によると、出土当初壺は4点あったとのことであるが、現時点で確認されている壺は 1点の

みで、残りの 3 点の所在は不明である。ここからは推測の域を出ないが、4 点の壺に仮に約

7千枚ずつ入っていたとした場合、28,000枚を超える枚数の銭貨がこの地に埋蔵されていた

可能性がある。富山県内で現時点で確認されている大量一括埋蔵銭の最多数は、射水市大門

町布目沢の布目沢Ⅱ遺跡から出土した 22,938枚である。あくまで推測であるが、これを凌駕

する枚数がこの地区に埋蔵されていた可能性もある。 
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 平成 7（1995）年、婦負郡婦中町長沢（現・富山市婦中町長沢）地内で、真言宗高野山派

寺院各願寺に向かう参道（農道）舗装改良工事での側溝補修時に大量の銭貨が出土し、工

事関係者が当時の婦中町教育委員会に持ち込んだ。各願寺の山門から南東に 90ｍの地点で

ある。各願寺は大宝元（701）年開基とされ、法相宗から天台宗に改めた後、真言宗に転じ

て今に至ると伝わる。 

出土した銭貨は、全体の 1/3 が孔に藁紐を通して結び目をつくった緡銭（一緡 97枚で百

文とみなす）の状態であった。銭貨の総枚数は 3,266 枚で、その内判読することができた

ものは 51 種類、3,215枚であった。最古銭は「開元通宝」で、最新銭は「宣徳通宝」で、

最も多いのは「皇宋通宝」で 364枚（11.2％）、次いで「元豊通宝」が 327枚（10％）を数

える。中国の王朝別で、北宋銭が 76.9％と最も多く、次いで明銭が 9.9％である。埋蔵時

期は 15世紀第 2 四半期とみられている（大野 2015）。 

出土地点からは、珠洲焼の壺破片 5点と擂鉢（蓋として利用か）破片 1点が採取された。

一括埋蔵銭出土地点に南接する宅地造成時（昭和 60年度）の試掘調査では、柱穴や土坑等

の遺構を検出し、銅製仏具や中世土師器、珠洲焼等も出土し、各願寺との関連が指摘され

ている。出土した銭貨が現参道の側溝部分からの出土で、当時の参道の位置と変わらなけ

れば、銭貨は側溝中に意図的に埋められた可能性がある。また、周辺には 14～16世紀の遺
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構や遺物も確認され、銭貨埋蔵段階にも何らかの施設が存在した可能性があり、地鎮など

寺院に関連した行事に伴い埋納された「埋納銭」と推測される。 
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 昭和 47（1972）年、富山市上布目地内のほ場整備工事中に、珠洲焼の甕に納められた銭

貨がみつかった。総数は約 3,200 枚で、最古銭は「開元通宝」、最新銭は「永楽通宝」（明

銭、初鋳 1408 年）で、埋蔵時期は 15 世紀以降とみられている。上布目を含む熊野川右岸

の平野部は、鎌倉時代以降荘園（太田保）が成立し、それを管理する荘官などが居館を構え

ていたとみられる。一方周辺には江本経塚や塚根経塚、墓地もみられ、寺院との関連も推

測される。なお、この昭和 47年に出土した銭貨は、現在、県埋蔵文化財センターに所蔵さ

れている「大沢野町出土」となっている資料のことと推測される。 

 平成 13（2001）年には、土砂採取工事に伴う発掘調査が富山市教育委員会によって実施さ

れた。墓穴とみられる土坑などから計 46枚の銭貨が出土し、最古銭は「開元通宝」、最新銭

は「元豊通宝」（北宋銭、初鋳 1078年）である。土坑の側には大型掘立柱建物（馬小屋を伴

う 5間×4間以上の建物と、西面に庇を持つ 4間以上×4間以上、いずれも総柱建物）が重複

して築かれる。遺構の時期は 12 世紀中頃～13 世紀後半とみられる。鎌倉時代以降、富山市

南部のこの地域一帯は、太田氏や蜷川氏が支配する太田保に含まれ、室町時代には管領細川

氏が支配していた。銭貨が出土した土坑からは焼骨や炭、焼土、礫なども出土し、銭貨や礫

は多くが焼けており、この地域を支配した有力者が亡くなった際に、その副葬品として銭貨

を埋納していたことが推測される。 
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 昭和 59（1984）年 10 月に富山市太田中区（太田字中田割）の市道工事中に古銭約 300 枚

が出土し、埋蔵物の発見届が提出されている。現時点で、この埋蔵銭がどこで保管されてい

るか確認できないことから、銭種などの詳細は不明である。出土地点付近は、中世の太田保

の本郷であった地区で、鼬川と筏川の間の立山参詣道が南北に通る交通の要衝となっている。

越後の上杉謙信が越中の一向一揆衆を包囲するため、上杉氏の家臣・河田長親によって本郷

の向城として造られた太田本郷城の北東約 250ｍに位置する。近くの刀尾神社は加賀藩三代

当主前田利常が保護した立山七社の一つで、立山道の西玄関とされた立山信仰の拠点でもあ

る。同社に隣接する真言宗刀尾寺は大宝年中創設と伝わり、立山開山慈興の作といわれる不

動明王を本尊とするなど、銭貨出土地点周辺には中世城館や有力寺社が位置し、それらを背

景とした有力者によって埋蔵されたことが推測される。 
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 富山県内での埋蔵銭の出土は、鎌倉時代に現われ、室町時代に多くみられる。埋蔵銭は、

遺跡発掘調査中にみつかる場合と、ほ場整備工事や道路工事などの最中に不時発見される場

合もある。県内における大量一括埋蔵銭の出土状況は、表 2のとおりである。概ね 300枚以

上の大量一括埋蔵銭が出土する地点は 23箇所確認できる。 

銭貨をまとめて埋めた理由として、貯蔵や貯蓄（備蓄）、戦争や災害などからの緊急避難、

呪術等様々な説がある。呪術的な埋蔵銭（埋納銭ともいう）としては、墓に埋める「副葬銭

（六道銭）」や山岳信仰に捧げる「奉賽銭」、土地の開発の際や城館等の境界で行うまつり、
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井戸廃棄に伴う「祭祀銭」等がある。 
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八尾町高善寺地内に隣接する舘本郷地区には、15世紀に田中保を領有した豪族田中
た な か

市
いちの

正
か み

の

館跡と伝わる舘本郷館跡が所在する。市正は明応 2（1493）頃、又は越後長尾氏との争いで

戦死したと伝わる。また、出土地の近隣から寺院に安置される供養塔（宝篋印塔）の一部が

昭和39年頃みつかり、銭貨出土地の南約300ｍには地名の由来となった高善寺（現・勝福寺）

が所在していた。応仁の乱や一向一揆が起こる等、世情不安定な時期でもあり、大量の銭貨

が埋蔵されたのは、寺院や有力者が戦乱などから回避するためだったのではないだろうか。 
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�±5�,e�Ê�� �������� 「富山市各願寺前遺跡の一括出土銭について」「富山市考古資料館紀要」第 34 号 

富山市考古資料館 

 

 

 
/² ���� �)�£%4
Æ�_�>�E�•�±5��M�Ó�Ù-¶5¹�b���u"g�# （一か所で数百枚単位以上のもの） 

37



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

�W ���� 
µ�•#ë9×�•�N�…
Æ���u�Ù-¶5¹'��b�Å�•�M0t>&��>'>&�6>;������>'��

��

38



��

��

 

 

       �W ���� 
µ�•#ë9×�•�N�…
Æ���u�Ù-¶5¹'��b�Å�•�M0t>&��>'>&�6>;������>'��

 

39


